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工大サミットは、「国際社会で活躍できる理工系イノベー

ション人材の育成」を共通課題とし、その課題に対応する

ため、各大学の人的・物的資源の情報を共有し、相互に

連携・協力することによる理工系高等教育の更なる活性化

を目的としています。近年、人口減少・少子高齢化、情報

通信技術のめざましい発展、経済のグローバル化、気候

変動と環境問題の深刻化など社会が取り巻く環境が変化

する中、工業・工科系大学が果たすべき理工系人材の

育成がより一層重要であると考えられます。

以上のことを踏まえ、今回の工大サミットでは、国内各地

に立地する工大サミット加盟校それぞれの地域の課題に

対し、デジタル・環境・健康をはじめとする成長・進化が求

められる分野の研究、取組事例を通じて、「工業・工科系

大学」として果たすべき役割やその人材育成について、

学生および教職員による活発な交流と意見交換を通じ

て、社会に発する場といたします。

工大サミットとは

12：00 - 12：30 受付

12：30 - 13：00 オープニングセッション（開会式）
 開会挨拶／福井工業大学 学長  掛下 知行
 来賓挨拶・講演／文部科学省 高等教育局 専門教育課
 　　　　　　　  課長補佐 髙木 歩 様

13：00 - 13：30 学長プレゼンテーション
 ・愛知工業大学 後藤 泰之 学長
 ・大阪工業大学 井上 晋 学長
 ・神奈川工科大学 井上 哲理 学長
 ・芝浦工業大学 山田 純 学長
 ・東北工業大学 渡邉 浩文 学長
 ・広島工業大学 長坂 康史 学長
 ・福井工業大学 掛下 知行 学長
 ・福岡工業大学 村山 理一 学長
 ・北海道科学大学 川上 敬 学長

13：30 - 14：15 学生プレゼンテーション
14：15 - 15：00 学長ディスカッション

15：15 - 16：20 大学発表
 ディスカッション

16：30 - 17：00 クロージングセッション（閉会式）
 文具女子博 表彰式/サミット総括/
 次回開催校挨拶/閉会挨拶

FUTタワー1階

大学2号館 801教室

13：00 - 16：00 工大サミット交流大会

 ROBO-ONE

大学2号館1階学生ロビー

金井講堂

in FUT
許諾番号NJ25-AAABA-F03389
※この大会は、任天堂の協賛・提携を受けた
　ものではありません。

スケジュールSchedule

第1部 プレゼンテーション・学長ディスカッション
「地域で輝く先進的理工系人材の育成」

第2部 事例発表・ディスカッション
「生成AIの教育研究への活用」

休憩〈15分〉

休憩〈10分〉

学生交流イベント

※状況により時間等が若干変更となる場合があります。

「国際社会で活躍できる理工系イノベーション人材の育成」
共通テーマ
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3号館

1号館 ●メイン会場
●学生交流イベント
工大サミット交流大会
in FUT 実施会場

2号館

●受付

FUTタワー

2号館

高校2号館

高校3号館
高校1号館

5号館

6号館

●学生交流イベント
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会場案内図 V e n u e  M a p

5号館1階 ROBO-ONE実施会場

参加チーム
・愛知工業大学
・大阪工業大学
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・芝浦工業大学
・東北工業大学
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学生ロビー

2号館1階 「工大サミット交流大会in FUT」実施会場

交流大会会場
〈学生ロビー〉
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・大阪工業大学
・芝浦工業大学
・東北工業大学
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金井講堂

ROBO-ONE会場
〈金井講堂〉

※許諾番号NJ25-AAABA-F03389  ※この大会は、任天堂の協賛・提供を受けたものではありません。
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高等教育局主要事項 －令和８年度概算要求－
高等教育機関の多様なミッションの実現

卓越した研究力の強化、高校・大学・大学院の一気通貫の改革を推進するとともに、近年の物価・人件費の上昇等を
踏まえつつ基盤的経費を確保
◆国立大学改革の推進 兆 億円 （ 兆 億円）
➢ 国際頭脳循環の実現や研究力強化、地域の人材育成等に向けた教育研究組織改革など、各大学のミッション実現に向けた改革を推進するとともに、物価・人件費の上昇等も
踏まえつつ教育研究基盤を維持するために必要な経費を支援

◆高等専門学校の高度化・国際化 億円 （ 億円）
➢ 実践的・創造的な技術者育成のため、産業界との連携による半導体・エネルギー等の先端技術に対応した教育、起業家教育やスタートアップの創出、学生の海外派遣等の
充実、練習船の建造など、高専教育の機能の高度化・国際化を推進 ※大学・高専機能強化支援事業により高専の新設も支援

◆私立大学等の改革の推進等 億円★ （ 億円）
➢ 物価上昇等も踏まえた私立大学や高校等の運営に必要な経常費等の充実を図るとともに、理工農系・地域人材の養成、研究力強化に積極的に取り組む大学等を重点支援
➢ 安心・安全で持続可能な環境を確保するため、学校施設の防災機能強化や空調などの整備を推進
専門人材の育成等の推進
◆「知の総和」答申を踏まえた地域大学振興の推進 億円 （ 新 規 ）
 「地域構想推進プラットフォーム」構築等推進事業 億円 （新 規）
➢ 年の社会を見据えつつ、地域の高等教育機関へのアクセス確保・人材育成を推進するため、各地域の施策展開に資するプラットフォームのモデル構築を実施

 都市と地方の連携を通じた国内留学等の促進 億円 （ 新 規 ）
➢ 地方への人の流れの創出につながる取組を支援し、地方の高等教育機関や地方公共団体との交流・連携を推進することで、都市と地方の人材交流や循環を促進

◆大学院教育改革の推進 億円 （ 億円）
 未来を先導する世界トップレベル大学院教育拠点創出事業 億円 （ 億円）
◆産業界と連携したデジタル人材等の育成の推進 億円 （ 億円）
 学部再編等による成長分野への転換等の更なる推進や数理・データサイ

エンス・ を活用した文理横断・融合教育の強化 億円 （新規）

➢ 今後の産業構造等の変化を踏まえ、成長分野への学部転換等を更に推進するとともに、数理・ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ・ 教育の高度化を通じて、文系学生も含め教育の質的転換を推進

 半導体人材育成拠点形成事業 億円 （ 億円）
 デジタルと掛けるダブルメジャー大学院教育構築事業～プログラム～ 億円 （ 億円）

※（ ）書きは令和７年度予算額。★が付く項目は事項要求も行う。
※ 単位未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合がある。

高等教育局主要事項（令和８年度概算要求）
について

令和 年 月 日
文部科学省高等教育局専門教育課

高木 歩

高等教育を取り巻く状況について
第８回 工大サミット

学
長
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

学
生
プ
レ
ゼ
ン
テ
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シ
ョ
ン
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例
発
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地方大学の振興に向けて

✓ 地方創生を強く志向する地方大学は、以下を通じ、それぞれの地域を強みを生かした、地域に求められる
「特色ある大学」となる。
・ 大学の有するミッションを踏まえつつ、強みや特色を生かし、人材育成・産業創出などの観点で地方創生に
貢献する。

・ 学生・学修者ファーストの視点を重視し、地域で多様な学びが受けられる環境を提供する。
・ 地域社会の在りたい未来からのバックキャストで取り組むため、設置者を問わず、大学全体で、地域のニーズや
課題を徹底的に追究し、学問分野を融合して大学のリソースを最大限活用する。

✓ 国は、自己改革と他者連携に取り組む大学と、それらを進めない大学とで、支援のメリハリをつける。
✓ 施策の検討に当たっては、モデルの横展開の発想にとどまらず、地域に合わせたカスタマイズ型の施策展開を重視

する。
（※）本取りまとめの前提

・「地方」や「地域」の範囲は、各地域の経済圏や住民の移動範囲に応じて設定。
・現在大学進学率が低い都道府県においては、今後大学進学率がある程度上昇していくことを想定。

基本的な考え方

地方大学に求められる役割
✓ 新産業の創出や既存産業等の発展を牽引する人材の養成（トランスファラブルスキル等の養成、社会人のリスキ

リングを含む）
✓ エッセンシャルワーカーの養成（医療・福祉・農業・建設等従事者、教員、公務員などを含む）
✓ 地域の産業や社会課題を踏まえた研究開発とその実装化
✓ 留学生の受入れと地方社会の国際化推進

令和７年６月 日
地方大学の振興に関するタスクフォース

目的
中央教育審議会における議論(※1) や「地方創生 」に係る検討(※2) も踏まえ、地方大学の振興に向けた方向性や
具体策を検討すべく、武部文部科学副大臣の下にタスクフォースを設置。
(※1) 令和７年２月 日に「我が国の「知の総和」向上の未来像～高等教育システムの再構築～」を答申。 (※2) 令和７年６月 日に基本構想を閣議決定。

地方大学の振興等について

高等教育局主要事項 －令和８年度概算要求－

誰もが学ぶことができる機会の保障

各教育段階の負担軽減による学びのセーフティネットの構築
◆高等教育の修学支援の充実（こども家庭庁計上分含む） 事項要求 （ 億円）
➢ 高等教育の修学支援新制度（給付型奨学金・授業料等減免）の実施（こども家庭庁に予算計上）
➢ 返還支援制度や授業料後払い制度の充実等による奨学金事業の推進

◆このほか、地域教員希望枠を活用した教員養成大学・学部の機能強化、障害のある学生の修学・就職支援を促進するための事業等を実施

日本人学生の海外派遣、外国人留学生の受入れ・定着、教育の国際化の推進
◆グローバル社会で我が国の未来を担う人材の育成 億円 （ 億円）
 大学等の留学生交流の支援等 億円★（ 億円）
➢ 奨学金等支給による経済的負担の軽減。海外大学との協定に基づく留学生の派遣・受入れを支援するとともに、中長期留学の促進を図るため、海外の大学での学位取得目

的の留学に対する奨学金支援を充実

 多様で優秀な外国人留学生の戦略的な受入れ 億円★（ 億円）
➢ 大学や日本学生支援機構などを始め、戦略的な留学生受入れのための情報収集・分析、海外の関係機関との連携による日本留学に関する情報発信等を強化し、多様で

優秀な外国人留学生の我が国への受入れを進めるとともに、こうした留学生の受入れや国内定着を促進するため、奨学金の効果的活用や国内就職等に資する取組を支援

 大学の世界展開力強化事業 億円★（ 億円）
➢ 我が国にとって重要な国・地域の大学と質保証を伴った連携・学生交流を進め、国際通用性の高い教育を実現する取組を支援。新たに、アジア諸国の大学との質保証を伴う

国際交流プログラムの構築・実施を支援することを通じて、我が国の高等教育の国際競争力の更なる向上を図る

 大学の国際化によるソーシャルインパクト創出支援事業 億円★（ 億円）

◆高度医療人材養成の推進、大学病院の経営基盤強化 億円 （ 億円）
 高度医療人材養成等の推進 億円 ★（ 億円）
➢ 高度な医療や総合的な診療能力を有する医師等の地域医療を担う人材を養成するため、大学・大学病院における教育研究環境の充実を支援

 大学病院経営基盤強化推進事業 億円 ★（ 新 規 ）
➢ 大学病院改革プラン等に基づき病院運営の構造転換を図る大学病院に対し、診療報酬では補填されていない、教育・研究に必要となる経費（医療設備含む）の一部を支援

し、経営基盤を強化することにより、地域医療を支える大学病院の機能強化に貢献

※  未来を先導する世界トップレベル大学院教育拠点創出事業（ 億円） 再掲 、人文・社会科学系ネットワーク型大学院構築事業（ 億円）を含む

※（ ）書きは令和７年度予算額。
※ 単位未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合がある。
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都市と地方の連携を通じた国内留学等の促進

（担当：高等教育局大学振興課地域大学振興室）

令和８年度要求・要望額 億円
（新規）

○大学進学希望者に対する大学入学定員（大学進学者収容力）が、東京都をはじめとする大都市圏で ％を超えている一方、多くの道
県で ％未満となっていることに加え、地方から東京都をはじめとする大都市圏への進学者・就職者の流入傾向が続いているなど、依然とし
て都市と地方間の様々な課題が生じている状況。

○こうした状況を踏まえ、都市と地方双方の持続的な成長・発展にむけて、地方と都市部の高等教育機関間での交流・連携等を推進し、地方へ
の新たな人の流れを創出することが必要。

◆事業内容

地方への人の流れの創出につながる国内留学等の取組を支援し、地域の高等教育機関や地方公共団体との交流・連携を推進す
ることで、都市と地方の人材交流や循環を促進し、地方における関係人口の増加を図る。

◆背景・課題

⚫ 都市部の高等教育機関において、地方が抱える社会問題や課題
に対する理解を深め、地方での実習等を通じて課題解決に取り組
む教育プログラムを構築。

⚫ 都市部の高等教育機関と地域の関係者が相互にリソースやフィー
ルドを提供し、持続的な人材の交流・循環に向けた緊密な連携・
協力体制を構築。

⚫ 教育プログラムの実施を通じて都市から地方への新たな人の流れや
結びつきを創出し、関係人口の増加を図る。

都市部の大学

・教育研究リソースの提
供
・地域連携に関する教育
プログラム整備 等

連携・協力

・施設等の提供
・地域でのインターンシップ受入れ
・地元大学の学生との交流
等

国内留学等の実施を通じた
地方への新たな人の流れの創出

地方の関係者
【取組イメージ】

【支援対象】 国公私立の大学・短期大学・高等専門学校
【事業期間】 年（令和 年度～令和 年度）
【件数・単価】 件 億円程度

・採択機関における地方への学生派遣数
・学生の受入に協力する地方公共団体数

・構築された教育プログラム数・本事業の採択数
アウトプット（活動目標） 短期アウトカム（成果目標） 長期アウトカム（成果目標）

大学
短大
高専等

労・言等
地域関係者

県
市町村

産業界
金融機関

地方創生 基本構想（令和 年 月 日閣議決定）
地方大学による人材育成機能の強化や、関係人口の創出に向けた都市と地方の新たな結び付き、人材の交流・
循環・結び付きを促進する政策の強化、都市と地方の間や、地域の内外で人材をシェアする政策を進め、地方への
新たな人の流れを創っていく。

「地域構想推進プラットフォーム」構築等推進事業

（担当：高等教育局大学振興課地域大学振興室）

令和８年度要求・要望額 億円
（新規）

年の社会を見据えつつ、地域の高等教育機関へのアクセス確保・人材育成を推進するため、
各地域の施策展開に資するプラットフォームのモデル構築を実施

◆事業内容
⚫ 地域の人材需給等を踏まえた高等教育機関における人材育成のあり方などにつ

いて、地域内の高等教育機関の長と地方公共団体の首長をはじめとした産学官
金等の関係者が主体的かつ継続的に議論を行う協議体（地域構想推進プラッ
トフォーム）を構築。

⚫ 議論を行う協議体に配置される大学間・産学官連携の推進役となるコーディネー
ターを中心に、各地域の魅力的な高等教育機関づくりに関する取組を推進。

⚫ 採択事業の参画機関（高等教育機関、
地方公共団体等）と、文部科学省をはじめと
する関係省庁との定期的な対話の機会を設け、
モデル構築に向けた強力な伴走支援を実施。

・ での議論を踏まえて、地域ア
クセス確保や、地域において必
要な人材育成に向けた取組を
行う大学の数

・目標値に達した 数 採択事
業ごとに設定した全ての 目
標数

・モデル事業の採択数
アウトプット（活動目標） 短期アウトカム（成果目標） 長期アウトカム（成果目標）

【事業期間】 年（令和 年度～令和 年度）
【件数・単価】 件 億円程度
※モデル構築という性質を踏まえ、採択に当たっては事例の

多様性についても考慮。

【プラットフォームでの議論を踏まえ期待される取組例】

・大学進学者数推計
（ 年）約 万人⇒（ 年）約 万人
・大学進学時の都道府県別流入・流出者

⇒ （ 年） 道県で流出超過
（出典）文部科学省調べ

・若い世代が出身地域を離れた理由
⇒ 男女ともに、「希望する進学先が少なかったか
ら」が最多の理由 （出典）内閣府調べ

○地域の人材需給や産業構造の
ニーズ等や、高校教育改革と連
動した教育組織・カリキュラムの
変革

○地元企業や金融機関、大学の
リソース等を結集し、地域の強み
を生かした新産業の創出

○高校段階から地域の高等教育
機関への接続強化や、自治体
等による就職支援等を通じた地
域への人材定着の強化

○連携開設科目の設置にとどまら
ない、地域アクセス確保のための
更なる教育研究の連携の実施

地元での就職

地方大学への進学

インターンシップ受入、
奨学金返還支援 等

探求学習への
協力 等

プラットフォームでの議論

⚫ 背景・課題
・急速な少子化が進行する中、学生募集停止が相次ぐなど地域の高等教育機関に困難が生じており、
地元進学希望者の高等教育機会の確保や、地域の生活・産業基盤等に大きな影響が生じる恐れ。
・このため、 年の社会を見据え、各地域の高等教育を取り巻く状況や課題、将来の人材需要等
を共通認識し、地域関係者と一体となって具体的な取組につなげることが必要。
・地域の高等教育機関単独での取組には限界があり、地域にとって真に必要かつ魅力ある高等教育
機関へのアクセス確保のため、各地域の大学間・産学官金等間の連携推進方策を講じる必要。

地方大学の振興に向けた取組の方向性（全体像）

１ ２ ３

４

新産業創出とエッセンシャル
ワーカーの育成を目指した

地方大学の振興
＃新産業創出や既存産業等の発展を
牽引する人材の養成

＃エッセンシャルワーカーの養成
＃地域の産業や社会課題を踏まえた研
究開発とその実装化

＃地域課題等に応じた分野融合の取
組の促進とこれを担う人材の育成

＃地域で多様な学びが受けられる環境
の構築

地域をフィールドとする
学びによる定着人口・
関係人口の増加

＃地域をフィールドとしたカリキュラム・イン
ターンシップの充実

＃都市部と地方の行き来を可能とする
カリキュラムの充実

＃高校の探究学習など初等中等教育
との連携

＃地域における複数大学等の連携によ
る教育機能の共同化・高度化

高等教育機関をゲート
ウェイとした地域の国際
化と外国人材の定着

＃共生社会の実現に向けた地域を支え
るグローバル人材の育成

＃高度外国人材の受入れ促進・育成
と国内定着、日本留学を通じた対日
理解の促進

＃グローバル人材育成の基盤となる地
方大学の国際化

＃地方大学を国際交流の拠点とした地
域の国際化の推進

地方大学の機能強化に向けたプラットフォームの構築
（産学官金等がともに取り組む体制の構築）
＃自律的かつ持続可能な地域のプラットフォーム構築
＃地域で多様な学びが受けられる環境の構築
＃産官学金等連携による地域の活性化・都市と地方の交流促進

これらの方向性を踏まえ、今後の制度設計や予算要求等に反映
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次世代半導体の研究開発・研究基盤・人材育成施策 令和 年度要求・要望額 億円
（前年度予算額 億円）

省エネ・高性能な次世代半導体の研究開発

半導体研究基盤の整備

全国 地域レベルでの次世代の人材育成

概要
➢ 産業競争力や経済安全保障（戦略的自律性・不可欠性）とともに、地域経済の成長の観点からも重要性が増している半導体について、経済産業省と

連携しつつ、アカデミアによる次世代半導体の研究開発を推進。
➢ 国内外の優秀な人材を惹きつける魅力的な研究環境を構築するため、人材育成の取組と連携しつつ、共通的・基盤的な研究設備について拠点内外で

の共用が可能となる仕組みを構築。
➢ 次世代の高度人材や基盤人材を育成するため、全国 地域レベルでの産学協働の実践教育ネットワークを構築。

● 両立に向けたパワーエレクトロニクス次世代化加速事業 億円（新規）
喫緊の課題である と が両立した社会の実現に向け、次世代パワー半導体の力を引き出し社会全体の省エネ化を図るため、
我が国発の パワーデバイス作り込み技術の高度化と次世代 パワーエレクトロニクスの実現に向けた研究開発を推進。
● 次世代 半導体創生拠点形成事業 ９億円（９億円）
省エネ・高性能な半導体集積回路の創生に向けた新たな切り口による研究開発と将来の半導体産業を牽引する人材育成を
推進するため、アカデミアにおける中核的な拠点形成を推進。

● 先端的カーボンニュートラル技術開発（ ） 億円の内数（ 億円の内数）
年カーボンニュートラル実現等への貢献を目指し、半導体等の技術領域を設定した上で、非連続的なイノベーションをもたらす

革新的技術に係る基礎研究を推進。 ※金額は 運営費交付金中の推計額

（参考）次世代エッジ 半導体研究開発事業（経産省予算、文科省と経産省が連携して実施） 【 億円】
超低消費電力等の革新的な次世代エッジ 半導体に関して、産業からバックキャストしたアカデミアが行うべき技術について、産業界
への速やかな橋渡しを意識した研究開発を推進。 ※JSTに基金を設置して実施

● 半導体基盤 の構築 マテリアル先端リサーチインフラの強化
億円（ 億円） 【 億円】

研究開発の裾野拡大のため、マテリアル先端リサーチインフラ を活用しつつ、研究基盤となる設備を整備するなど、分散・
ネットワーク型拠点を整備・強化。

● 成長分野を支える半導体人材の育成拠点 の形成 ７億円（６億円）【 億円】
次世代の高度人材や基盤人材の持続的な育成に向け、各大学等の特色や地域性等を踏まえつつ、ネットワークを生かした教育
プログラムの展開など産学協働の実践的な教育体制を構築。
※高等学校段階の人材育成については、「高等学校教育改革の実現」として事項要求

【 億円（ ハイスクール事業）の内数】

研究開発

人材育成

研究基盤

“オールジャパンによる
半導体研究開発・人材育成”

（担当：研究開発局環境エネルギー課、研究振興局
参事官 ナノテクノロジー・物質・材料担当 付、
高等教育局専門教育課、初等中等教育局
参事官 高等学校担当 付）

※ は令和 年度予算額、【 】は令和 年度補正予算額

半導体人材育成の推進について

【参考】大学・高専機能強化支援事業（成長分野をけん引する大学・高専の機能強化に向けた基金）

●これまで３回の公募により、合計 件を選定 合計約 万人（※）の理系分野の入学定員増
⇒ 地方大学を中心に全国的な成長分野に係る定員の増加に寄与

※国公私立の高専（情報系分野）を対象に、受付期間を原則令和 年度まで延長
（支援内容は原則継続（ 億円程度まで（定額補助）、最長 年支援等））

●少子高齢化に加え、 年には、生産年齢人口の減少による働き手不足により、
我が国の社会経済構造は大きく転換。

●一方で、今後求められる理系人材を輩出する理系学部定員が未だ少ない状況。

●特に、定員のボリュームゾーンである大都市圏の大規模大学における理系転換が求
められるが、現状の基金事業では十分には対応しきれていない課題もあり、進んでい
ない状況。（主な課題：理系学部設置のための高額な施設・設備投資や土地確保、
教員確保（人件費含む）、受験生確保、文系学部の規模・質の適正化等）

●成長分野における即戦力となる人材育成を行う高専について、公立高専の新設の動き
もある状況。

事業実績・成果

現状・課題

取組内容

○支援対象：私立・公立の大学の学部・学科（理工農の学位分野が対象） ※原則８年以内（最長 年）支援
○支援内容：①「成長分野転換枠」（継続分）・学部再編等に必要な経費 億円程度まで（定額補助）

②「大規模文理横断転換枠」【新設】 大規模大学を含め、文理横断の学部再編等を対象にした支援枠を新設
・施設設備等の上限額を引き上げるとともに、支援対象経費に「新設理系学部の教員人件費」、「土地取得費」、「定員減の文系学部
の質向上支援（例： 比改善支援等）」等を追加

・高校改革を行う自治体、 ハイスクール・ との継続的な連携や、大学院の設置・拡充、産業界との連携実施の場合に上限額・
助成率引き上げ

・理系・文系学部の定員増減数、収容定員の理系比率、教育課程や入学者選抜における工夫等の要件・確認を実施
○受付期間：令和 年度まで
② 高度情報専門人材の確保に向けた機能強化（支援２）

期待される効果 大規模大学の学部再編等も契機にしつつ、我が国の大学等の文理分断からの脱却を含む成長分野への組織転換を図ることで、社会
経済構造の変化に対応できる人材を育成・輩出し、一人一人の豊かさや我が国の国際競争力の向上、新たな価値の創造等に資する

例 桃山学院大学
工学部地域連携 学科

（令和 年度改組予定）
※学部名は基金申請時のもの

＜理系学部定員の少なさ＞

将来の社会・産業構造変化を見据え、大規模大学を含めて、成長分野への学部等転換を一層強力に推進

文部科学省

独 大学改革支援・学位
授与機構（ ）

大学・高専

助成金交付

【事業スキーム】

基金造成

令和８年度要求・要望額
（令和 年度第 次補正予算額

９億円
億円）

（担当：高等教育局専門教育課）

① 学部再編等による特定成長分野（デジタル・グリーン等）への転換等（支援１）

（※）既存の理系分野から成長分野への転換も含む
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ジョブ型研究インターンシップの推進
について

採択結果一覧（令和７年８月２７日公表）
拠点校名

（採択機関） 連携校名 事業名称

北海道大学
室蘭工業大学、北見工業大学、公立千歳科学技術大学、

北海道科学大学、函館工業高等専門学校、
苫小牧工業高等専門学校、釧路工業高等専門学校、

旭川工業高等専門学校、九州工業大学

半導体を「つくる」「つかう」「つなぐ」人材の育成に向けた
北海道半導体人材育成プログラム

東北大学 弘前大学、岩手大学、秋田大学、山形大学、福島大学 東北半導体タレントハブの構築

◎東京科学大学 横浜国立大学、東京理科大学 未来共創半導体イノベーションアリーナ（ ）
～〈半導体設計オーケストレーター〉を輩出する人材育成拠点～

名古屋大学 豊橋技術科学大学、三重大学 東海地域半導体実践人材育成拠点

大阪大学 京都大学、神戸大学、京都工芸繊維大学、大阪公立大
学 関西圏半導体人材育成共創拠点の構築

広島大学 岡山大学、山口大学、愛媛大学
中四国半導体人材育成加速プログラム

中四国 （
）

九州工業大学
（※）

長崎大学、鹿児島大学、佐賀大学、宮崎大学、
琉球大学、大分大学、熊本大学

九州沖縄発：半導体産業けん引人材創出エコシステム拠点形
成

熊本大学、九州大学
（※）

半導体製造と設計の知が交差する
「新生シリコンアイランド九州」人材育成拠点の形成

◎東京科学大学は事業全体を統括する運営拠点としても採択。
※九州工業大学及び熊本大学・九州大学は一つの拠点となることを要件に採択。

半導体人材育成拠点形成事業
現状・課題

事業内容

事業実施期間 令和７年度～令和 年度（予定）

（担当：高等教育局専門教育課）

✓半導体は、 ・ の進展の中で世界的に需要が拡大し、経済安全保障面でも戦略的に
重要となる一方、関連人材が各層で不足している。

✓大学等では、過去の半導体産業の停滞等に伴い、最先端の半導体技術や動向に通じ、
実践的な教育が出来る教員の不足や、体系的な半導体教育の実施が難しいなどの課題
がある。

✓また、設計・製造等に係る技術が高度化し、 や自動運転など新たな利用が広がる中で、
各々の専門分野を持ちながら、半導体製造の一連のプロセスやユースケース等の俯瞰力
を備えた高度な人材の育成も重要となっている。

件数・単価 拠点程度 ～１億円程度

次世代の高度人材や基盤人材の持続的な育成に向け、各大学等の特色や地域性等を踏まえつつ
、ネットワークを活かした教育プログラムの展開など、産学協働の実践的な教育体制を構築
◼半導体産業に係る地域性や大学等における半導体教育の強み・特色（試作・設計
環境等）を踏まえ、全国に半導体人材育成拠点を形成。

◼運営拠点校（幹事校）を中心に、標準的に学ぶべき半導体コアコンピテンシーや地域
共通の教育プログラムのフレームワーク等を作成。 【主に経産省や 等との連携】

◼地域の拠点校では、上記の共通的なフレームワーク等をもとに、地域の産業界等の人材
ニーズを踏まえ、域内の複数大学等が参画する連携型教育プログラムを推進。

【主に地域の産業界や半導体人材育成コンソーシアム、半導体基盤プラットフォーム等との連携】

◼令和８年度は、新たに全国的に活用する試作実習の環境整備や教材・コンテンツの
共有化、国際的な連携体制の構築等、全国で共通して必要となる教育環境の整備
等を行い、オールジャパンとしての教育体制を強化。

● の示した今後 年間の半導体人材の必要数（人）

● 九州における半導体人材の調査結果（２０２３年度）
• 九州地域における工業高校～大学院の新卒輩出数
のうち理工系人材は約 人

• そのうち、九州域外を含め半導体企業に就職したのは
約 人（理工系人材全体の約９％）

• 一方で、九州地域の半導体企業における人材需要は
約 人

「九州半導体人材育成等コンソーシアム」資料より

企画

設計

材料

プロセス

実装

ファブレス

材料メーカー

ファウンドリ

アセンブリ

装置メーカー
計測器メーカー

デバイス･回路

企業

計
測
・
製
造
装
置

応用創出・
市場戦略

（情報・数学）

計算機科学
（情報・数学）

半導体技術
（電気電子・
物理・化学・

機械）

集積回路技術
（情報・電気電子・

物理・化学・
機械）

情報

電気電子

化学

材料

機械

大学での
教育

・
・
・

物理

数学

大
学
教
育
と
産
業
界
を
繋
げ
る
実
践
力
と
俯
瞰
力
が
必
要

半導体
製造工程

産業界

北海道
・東北 関東 中部 近畿 中国

・四国 九州 合計

産業界での
知識・技術

令和 年度要求・要望額 億円
（前年度予算額 億円）

【令和７年度選定】

事業実施期間 令和 年度～令和 年度（予定） 件数・単価 拠点程度 億円程度

【令和８年度拡充分】
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● これまでの研究生活で身につけてきた専門性や経験をどのように企業で活か
せるのか、また自身のさらに伸ばすべき課題を明確化できる貴重な機会だった。

● 自身の知識や経験をどのように活かすことができるのかについて博士課程の在
籍期間中に知ることで、キャリアパスを組み立てる判断材料にもなった。

● 想像よりも大学で行われている研究に近い内容で業務を行うことができた。一
方で、秘密保持の観点では大学とは大きく異なる点もあり、企業ならではの要
素も感じた。

● インターンシップを通して企業研究者としての考え方や価値観に触れることが
できた。

● 博士人材は専門分野だけでなく、幅広いスキルが求められていることを学んだ。

受入れ先企業の声

「受入学生のインターンシップでの活躍の印象に

ついて教えてください」（ 年度 ）

期待を上回った

期待を大きく上回った

期期待待通通りりのの
取取りり組組みみだだっったた

期期待待をを下下回回っったた

               ％

「インターンシップ終了後、参加学生に採用に関す

る案内を行いましたか？」（ 年度 ）

採用案内を行う
既に案内した

採用案内は
検討中・その他

採用案内は
実施しない

受け入れた博士学生の

％が期待通り以上、

％は大きく上回る活躍

インターンシップ終了直後

の時点で ％の博士学生

に採用案内を行う意向

参加学生の声（アンケート結果から抜粋）

3

受入先でのインターン
シップ全体の感想

7名名

1名名

期待を上回る良い経験だった

期待どおりだった（ の記載と概ね一致）

（出典） 年度実施後アンケート結果概要

ジョブ型研究インターンシップの実績

引用：文部科学省「ジョブ型研究インターンシップ（先行的・試行的取組）実施方針（ガイドライン）」 より

ジョブ型研究インターンシップのメリット

2

「ジョブ型研究インターンシップ」について

「ジョブ型研究インターンシップ」は、長期・有給のインターンシップ制度で、大学院生を対象とした教
育プログラムです。博士後期課程を対象とした研究開発関連のインターンシップが中心となります。

ポイント 「雇用契約を結び、長期・有給・ジョブ型で実施」

ポイント 「正規の教育課程として実施」

ポイント 「インターンシップ評価が採用・就職へ活用される」

雇雇用用契契約約
企企業業

学学生生

原原則則2ヶヶ月月
以上※

有有給給
が前提

ジジョョブブ

デディィススククリリ
ププシショョンン
に基づく

・・単単位位認認定定
・応募承認
・事務対応 等

大大学学

評評価価書書・・評評価価証証明明書書をを発発行行

企企業業 評価証明書は他の企業
の選考でも活用可

企企業業研研究究
に貢献

1

※内容に応じて1ヶ月間での実施も可能

ジョブ型研究インターンシップに参加いただくには、大学として推進協議会への入会が必要となりま
す。入会に関する情報は以下の からご確認ください。
ジョブ型研究インターンシップ推進協議会ウェブサイト：

コードからもご覧
いただけます
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（参考）ジョブ型研究インターンシップ 学生周知用リーフレット

リーフレットは
ジョブ型研究イ
ンターンシップ
推進協議会ウェ
ブサイトよりダ
ウンロード可能
です。↓

※ 英語版のリー
フレットもござ
います。

6

（参考）専門分野にとらわれないマッチングの事例

（学生の専攻分野） （企業の募集プロジェクト名または概要）

5

工学系野におけるマッチング事例

分野ごとのマッチ
ング事例紹介

企のJDの傾向
19

（大規模・高負荷計算を効率化するアルゴリズムの研究開発）

（細胞を精密に評価分析する方法の確立、活用）

（企業の募集プロジェクト名または概要）

AAIIととウウェェアアララブブルルデデババイイススにによよるる行行動動解解析析技技術術のの研研究究
製造業
（機械系）

次次世世代代産産業業製製品品のの実実現現にに向向けけたた特特殊殊材材料料のの研研究究開開発発おおよよびび製製造造技技術術のの確確立立
製造業
（金属）

将将来来ののモモビビリリテティィににおおけけるる動動力力源源技技術術にに関関すするる研研究究開開発発
製造業
（機械系）

新新規規炭炭素素回回収収技技術術のの研研究究開開発発にに関関すするる協協力力業業務務
製造業
（その他）

大大規規模模輸輸送送シシスステテムムににおおけけるる最最適適化化技技術術のの研研究究開開発発とと関関連連分分野野へへのの応応用用 製造業
（機械系）

4

情情報報科科学学技技術術のの振振興興にに向向けけたた最最新新のの技技術術動動向向等等にに関関すするる調調査査・・検検討討 官公庁
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学長プレゼンテーション

地域で輝く
先進的理工系人材の育成

第一部

P r e s i d e n t ' s  P r e s e n t a t i o n
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製製造造品品出出荷荷額額47兆兆円円（（45年年連連続続日日本本一一））をを支支ええるる人人材材育育成成

伝伝統統産産業業のの技技術術継継承承とと革革新新

大大学学 具具体体的的なな課課題題のの把把握握、、実実証証実実験験

自自治治体体 地地域域課課題題解解決決手手段段、、専専門門的的知知見見のの享享受受・・政政策策支支援援

企企業業 実実用用化化、、社社会会実実装装、、大大学学生生ととのの連連携携機機会会

ももののづづくくりり王王国国「「愛愛知知」」ににおおけけるる役役割割 連連携携にによよるる相相乗乗効効果果

「「地地域域とと連連携携ししたた実実践践的的人人材材育育成成」」2025年年 第第8回回工工大大ササミミッットト
地地域域でで輝輝くく先先進進的的理理工工系系人人材材のの育育成成

直直流流ママイイククロロググリリッッドド普普及及ののたためめのの変変換換器器のの小小型型化化とと遮遮断断装装置置のの開開発発
（研究リーダー：エコ電力研究センター長 雪田和人 教授）

電電力力変変換換にに伴伴うう損損失失やや電電力力品品質質低低下下をを低低減減すするる小小型型特特殊殊巻巻線線変変圧圧器器及及

びびAI導導入入高高機機能能遮遮断断装装置置のの開開発発をを目目指指ししまますす。。

【【参参考考】】知知のの拠拠点点ああいいちち重重点点研研究究ププロロジジェェククトトⅤⅤ期期 実実施施研研究究テテーーママ

大大学学単単独独でではは困困難難なな大大規規模模社社会会問問題題もも、、地地域域連連携携にによよりり実実効効性性ののああるる解解決決をを実実現現

出出典典：：愛愛知知県県ホホーームムペペーージジ「「ああいいちちのの魅魅力力」」

革革新新的的ブブルルーー燃燃料料・・ブブルルーーココーーククスス併併産産複複合合ププロロセセススのの開開発発
（研究リーダー：総合技術研究所 板谷義紀 客員教授）

ブブルルーー燃燃料料及及びびババイイオオママスス配配合合ののCO2排排出出削削減減にに大大ききくく貢貢献献すするるブブルルーーココ
ーーククススをを併併産産すするる革革新新的的カカーーボボンンニニュューートトララルルププロロセセススをを提提案案ししまますす。。

人人協協働働型型セセララミミッッククスス自自動動実実験験シシスステテムム構構築築とと電電池池材材料料探探索索ププロロトトココルル開開発発

（研究リーダー：産業技術総合研究所／共同研究者：工学部電気学科 古橋秀夫 教授）

メメカカノノケケミミカカルル自自動動実実験験シシスステテムムのの構構築築及及びび AI解解析析ツツーールルのの開開発発をを目目指指しし
まますす。。

多多様様なな人人とと交交通通ススケケーールルをを繋繋ぐぐ歩歩車車・・広広狭狭混混在在型型デデジジタタルルツツイインン基基盤盤技技術術のの開開発発

（研究リーダー：名古屋大学／共同研究者：工学部機械学科 伊藤章 教授）

歩歩車車混混在在局局所所シシミミュュレレーーシショョンンととミミククロロ-ママククロロ横横断断交交通通流流シシミミュュレレーー
シショョンンののたためめののデデジジタタルルツツイインンシシスステテムムのの開開発発をを目目指指ししまますす。。

エエココ電電力力研研究究セセンンタターーでではは、、太太陽陽光光発発電電ななどどをを用用いいたたママイイ

ククロロググリリッッドドをを構構築築、、新新ししいい電電力力供供給給シシスステテムム提提案案をを目目指指

すす。。令令和和7年年度度「「知知のの拠拠点点ああいいちち重重点点研研究究ププロロジジェェククトトⅤⅤ期期
」」にに採採択択さされれ、、「「直直流流ママイイククロロググリリッッドド普普及及ののたためめのの変変換換

器器のの小小型型化化とと遮遮断断装装置置のの開開発発」」にによよりり、、学学生生ととととももににカカーー

ボボンンニニュューートトララルルをを推推進進。。

愛愛知知県県はは、、自自動動車車ををははじじめめととすするる製製造造業業やや農農業業（（22002222年年キキャャ

ベベツツ出出荷荷量量全全国国1位位））がが盛盛んんなな地地域域ででああるる。。自自治治体体、、企企業業とと
連連携携しし、、ババイイオオ燃燃料料のの導導入入・・実実用用化化、、水水素素のの活活用用、、高高齢齢者者

のの作作業業負負担担軽軽減減をを目目指指ししたた自自動動運運転転技技術術をを用用いいたた収収穫穫支支援援

技技術術のの開開発発にに取取りり組組むむ。。

「「地地域域とと連連携携ししたた実実践践的的人人材材育育成成」」2025年年 第第8回回工工大大ササミミッットト
地地域域でで輝輝くく先先進進的的理理工工系系人人材材のの育育成成

再再生生可可能能エエネネルルギギーーのの推推進進 地地域域産産業業へへのの貢貢献献

愛愛知知工工業業大大学学のの研研究究・・取取組組事事例例

「「地地域域とと連連携携ししたた実実践践的的人人材材育育成成」」

愛愛知知県県、、豊豊田田市市、、みみよよしし市市

刈刈谷谷市市教教育育委委員員会会

イイオオンンモモーールル長長久久手手

ひひままわわりりネネッットトワワーークク㈱㈱

株株式式会会社社名名古古屋屋銀銀行行

株株式式会会社社大大垣垣共共立立銀銀行行、、豊豊田田信信用用金金庫庫

自自治治体体ととのの連連携携

瀬瀬戸戸市市

愛愛知知工工業業大大学学

愛愛知知医医科科大大学学

金金城城学学院院大大学学

名名古古屋屋学学院院大大学学

名名古古屋屋産産業業大大学学、、南南山山大大学学

豊豊田田市市

愛愛知知工工業業大大学学

中中京京大大学学、、日日本本赤赤十十字字豊豊田田看看護護大大学学

豊豊田田工工業業高高等等専専門門学学校校

公公益益財財団団法法人人豊豊田田地地域域医医療療セセンンタターー

トトヨヨタタ自自動動車車株株式式会会社社

宮宮田田電電工工株株式式会会社社 他他

瀬瀬戸戸市市とと連連携携女女子子中中学学生生体体験験・・見見学学会会

CNにに関関すするる特特別別講講義義

みみよよしし市市とと連連携携子子供供講講座座のの実実施施

豊豊田田市市とと連連携携 リリススキキリリンンググ・・リリカカレレンントト教教育育

在在
学学
生生
対対
象象

社社
会会
人人
対対
象象

女女
子子
中中
学学
生生
対対
象象

国国やや地地域域がが抱抱ええるる課課題題にに対対応応すするるここととががででききるる
人人材材のの育育成成をを目目指指ししてて学学生生ととととももにに研研究究をを推推進進しし、、

地地域域のの自自治治体体、、企企業業等等ととのの連連携携にによよりり
実実践践的的なな人人材材をを育育成成ししてていいまますす。。

2025年年 第第8回回工工大大ササミミッットト
地地域域でで輝輝くく先先進進的的理理工工系系人人材材のの育育成成

企企業業ととのの連連携携

ココンンソソーーシシアアムム等等にによよるる連連携携

ココンンソソーーシシアアムムせせとと
豊豊田田市市高高等等教教育育活活性性化化推推進進

ププララッットトフフォォーームム

地域課題を通じた
人材育成

地域貢献と産学連携
を通じた人材育成

自治体、大学、企業等が共同して
行う地域貢献、地域活性化を
通じた人材育成

知知のの拠拠点点ああいいちち重重点点研研究究
ププロロジジェェククトト 他他 産産学学連連携携ママッッチチンンググ、、共共同同研研究究

地地域域活活性性化化へへのの取取組組、、大大学学連連携携にによよるる教教育育研研究究推推進進

小小
学学
生生
対対
象象

全全学学部部全全学学年年対対象象ののオオムムニニババスス授授業業
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学ぶ場としての地域
• キャンパス周辺地域の社会課題と学生参加

• 地域企業との交流（学生参加）

3

第8回工大サミット（2025）

KAIT 地域貢献・連携センター
厚木市、愛川町、清川村、海老名市、伊勢原市・・

2

第8回工大サミット（2025）

地域で輝く先進的理工系人材の育成
神奈川県中央部に位置する厚木市にキャンパスがあります

第8回工大サミット（2025）
学長 井上哲理

1
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佐渡市

妙高市

蒲郡市種子島
西之表市

那須町

熊本県
鳥獣対策

紀北町

3

他にも全国各地の地域連携プロジェクト多数

2

持続可能な地域コミュニティの形成支援により地域の活性化等を推進
原市団地＋埼玉県上尾市内の

地域医療福祉拠点化に取り組む 団地
協定締結は 年度だが、既に 年以上にわたり、 原市団地の空き店
舗に開設した「芝浦工大サテライトラボ上尾」をコミュニティ活動および学外
教育研究活動の拠点とし、コミュニティ活性化を推進している。

高齢化が進む原市団地で多様な地域関係者との協働により、地域交流イベン
ト「原市カフェ」（高齢者の外出機会の創出による健康の増進や、賑わい創出
による地域内外の交流を促進）の概ね月 回の開催や工学系の大学との連携
を活かした地域生活に関連する調査・研究で課題解決にも取り組む。

ラボの研究で「第 回学生政策提案フォーラム さいたま」で優秀賞を受賞。
学生が第 回 都市環境デザイン会議研究発表会にて優秀賞を受賞。

年度に協定を締結。豊洲四丁目団地で、団地にお住まいの方々
にイベントや調査を実施し、「孤独・孤立の防止」「コミュニティ活性化」
の課題に向けて、住民の方々が互いにコミュニケーションをとることが
できる機会を計画する等、共用部での活動イメージや安全・安心な場づ
くり、地域との繋がりについて と共に検討を続けている。

本学教員の専門を活かし、親子で参加、または地域の大人にも楽しん
でもらえるような子ども向け講座も実施。

UR豊洲四丁目団地＋東京都江東区内の
地域医療福祉拠点化に取り組むUR団地

UR都市機構との連携（協定締結）

サテライトラボ運営会議

は学生、改修後のサテライト
ラボ 階「みんなの秘密基地」

意見を画像生成 で集約し、内装
イメージや間取り模型に反映

賑わう原市カフェ

伝統木造構法が使われている『木のジャ
ングルジムくむんだー』で木育の実践

団地模型を使ったアイディアの検討

子供向け工作講座「ペットボトルで作った
プロペラを飛ばそう」

コミュニティ活性化の提案イベント

「みんなの秘密基地」で高齢者の方と埼
玉県立上尾高等学校の生徒さんによる
シルバー スポーツとしての実証実験

1

芝浦工業大学
学長 山田 純

芝浦工業大学は 年から 年間にわたり文
部科学省より「地（知）の拠点整備事業（ 事
業）」に採択され、補助金をもとに教育・研究・社
会貢献活動に取り組んだ。

事業は、地域社会と連携し、「地域のための
大学」として全学的な教育カリキュラム・教育組織
の改革を行いながら、地域の課題（ニーズ）と大
学の資源（シーズ）の効果的なマッチングによる
地域の課題解決を行う。

文部科学省の採択期間終了後も、 年から
は、本学の自己資金にて活動を継続。

文部科学省「地（知）の拠点整備事業（COC事業）」の本学による自主継続
代表教員 年度 研究課題 実績 連携先地域

工学部
村上嘉代子

少子高齢化社会へ向けたインバウンドとウェルビーイ
ングのプロモーションによるビジネス創出のための
ローカリゼーションプロジェクト

さいたま市、臨海副都心エリ
アを中心とした関東中心部
から北関東における各主要
地域

工学部
石﨑聡之

定期的な スポーツの実践は地域高齢者の体力を向
上させるか？

さいたま市内

システム理工
学部
長谷川浩志

産学官連携スキームによるアントレプレナーシップ教
育の充実

埼玉県，さいたま市，那須町，
神戸市，姫路市，富山市など

システム理工
学部
市川学

社会システム科学のアプローチによる課題解決：最適
手法の探索と適用

東大宮、栃木県那須町、沖縄
県那覇市など

システム理工
学部
鈴木俊治

社会人基礎力向上を目指す地域志向活動型アクティ
ブ・ラーニングのカリキュラムマネジメントと教育アセ
スメント

さいたま市内 地域、埼玉県
内 地域、首都圏内 地域

デザイン工学
部
橋田規子

地域に貢献できる大学パブリックスペースの提案 江東区豊洲

建築学部
志村秀明

江東内部河川・運河の活用とコミュニティ強化 江東区、中央区、福島県南会
津町

建築学部
小柏典華

「木のジャングルジム」を使用した伝統木造構法の木育
実践

江東区豊洲、埼玉県

建築学部
小菅瑠香

豊洲四丁目団地における安全・安心なコミュニティ形
成プロジェクト

江東区
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地地域域にに根根ざざししたた授授業業やや演演習習、、研研究究、、課課外外活活動動をを通通ししててささままざざままなな課課題題をを発発見見しし、、解解決決すするる

防災教育活動 空き家カフェ運営

商店街の魅力を伝える映像の制作 小学生プログラミング教室

キャリアデザインⅠ（１年次）
プログラムの１つとして地方自治体が実際に抱える課題をテーマに課題解決型学習（ ）を実施。

キキャャリリアア教教育育「「キキャャリリアアデデザザイインンⅠⅠ・・ⅡⅡ・・ⅢⅢ」」

今年度の成果報告会の様子
当日は登米市長にお越しいただき、プレゼンテーションの審査をしていただきました。

学生自らの力でキャリアをデザインする能力や社会人基礎力を養成するため様々なプログラムを用意。

第８回工大サミット
「地域で輝く先進的理工系人材の育成」 東北工業大学 学長 渡邉 浩文

（（デデジジタタルルトトラランンススフフォォーーメメーーシショョンン））＆＆ （（ググリリーーンントトラランンススフフォォーーメメーーシショョンン））教教育育
・データサイエンス教育（全学共通 プログラム開講）

令和３年度入学生より全学部学生対象に開講
数理・データサイエンス・ のリテラシーレベル教育を必修化
「人工知能総論」（１年次前期必修） リテラシー
「人工知能入門」「人工知能基礎」「人工知能応用」（選択）

応用基礎レベル（全学）

環境・サステナビリティ教育（全学共通環境系科目群の開講）
令和 年度入学生より全学部学生対象に開講
「グリーンテクノロジー」（１年次後期必修）
「サステイナビリティ入門」（選択）
「地球環境と諸問題」（選択）

工工学学部部学学科科制制かからら「「課課程程制制」」 「「分分野野横横断断ププロロググララムム」」へへ（（令令和和７７年年度度入入学学生生～～））

ラライイフフデデザザイインン学学部部副副専専攻攻制制のの導導入入（（令令和和７７年年度度入入学学生生～～））

ブブラランンドドススロローーガガンン

ブブラランンドドビビジジョョンン

存在意義 「未来のくらしのエスキースを描く」ことを存在意義とし、
提供価値 「ひろく学び、知をつなぐ」場を提供する、
個 性 「 」な大学を目指します。

共立出版
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広広島島工工業業大大学学ににおおけけるる産産官官学学連連携携のの取取組組みみ((具具体体例例))
■広島県府中市 スポーツ振興施設 新築 に設置する”家具開発プロジェクト”

目的 ・ 年 月オープンの施設建物内に多世代交流の空間を実現すること
・府中市内で間伐されたヒノキ丸太のみを用い、価値が低いとみなされている間伐材を高付加価値商材に転換すること

地方公共団体

大学 企業

学生

教員との繋がり
を活用して相談

地域の課題解決
魅力発信

社会実践力を養う絶好の教育機会

知見を社会に還元

資産 森林率約 の有効活用

地産地消型のモデル構築

地域社会への貢献

高い技術力の活用

デザイン
試作品作成

ヒノキを活用した試作品 スツール の作成

学生自ら作成した試作品は大変高い評価を受け、本製作することが決定

発表会 学生によるプレゼン の様子

■ 年 月に、デジタルものづくりの場として４つのラボを有する
「 HHiirroosshhiimmaa  MMaakkiinngg  HHuubb（（MM--HHuubb））」を開設

・学生や小中高生、そして地域の皆さんに｢ものづくり｣の楽しさを実感してもらうために、
最新のデジタル工作機器 プリンタ、レーザー加工機他 を多数備えています。

広広島島工工業業大大学学ににおおけけるる地地域域貢貢献献のの取取組組みみ((具具体体例例))

“学修内容の発揮”
“社会とのつながり”

“達成感”

本学学生がデザインし、府中市家具企業が製造する家具 種。
府中市民プール利用者が成長する姿を、オオムラサキの成長
（卵→幼虫→成虫）になぞらえてデザインしたものです。

広島県をはじめとして、自治体･企業と 件の連携協定を締結

日本初の環境学部を設置 防災 地球環境の調査･分析に強み
製造業が多い広島県※において唯一の工業大学

産 業 界 自治体 地域社会

高大連携事業による｢探究学習｣支援→
※DXハイスクールなど
※遠心分離機を用いた実験を体験

←広島工業大学地域連携技術研究協力会
スクエア の総会を定期的に実施

※本学の研究をパネルで発表

中四国地方のインフラを支える人材を育成 デジタル社会の担い手を育成女性エンジニアの育成
就職率 学びを活かせる専門職率 年 月卒業者 数理 ･データサイエンス教育プログラムの応用基礎レベルに全学部認定女子学生キャリアデザインセンターの設立 年～

全学部認定
中四国私大で本学のみ

日本経済新聞 中国・四国の卒業生 活躍ランキング
全体で第 位、私立大学では第 位

←女子学生キャリアデザインセンター
（ センター）によるプログラミング教室

※製造品出荷額等は中国・四国・九州地方で
年連続して 位（広島県調べ）

地地域域のの人人材材育育成成にに向向けけたた広広島島工工業業大大学学のの取取組組みみ

連携協定締結企業での 科目実施→
※IE(生産工学 手法を用い生産性
向上を図る。

※作業を科学的に分析するため、
複数の定点カメラを設置。

私立理工系大学で初の
女性技術者育成のためのセンター設置

広島工業大学

地地域域でで輝輝くく先先進進的的理理工工系系人人材材のの育育成成
広広島島工工業業大大学学のの取取組組みみ

2025/11/29

第第８８回回 工工大大ササミミッットト
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第8回⼯⼤サミット
地域で輝く先進的理⼯系⼈材の育成 「産官学連携による⼈材育成」

第8回⼯⼤サミット
地域で輝く先進的理⼯系⼈材の育成 「宇宙研究の取り組み」

地域に根差した教育・研究プロジェクト

01. ふくいPHOENIXハイパープロジェクト 【福井県全域】
02. 六呂師⾼原星空保護プロジェクト 【福井県⼤野市】
03. ⼩原ECOプロジェクト 【福井県勝⼭市】
04. ⾚島活性化プロジェクト 【⻑崎県五島市】
05.三国湊サイン整備プロジェクト 【福井県坂井市】
06. ふくい衛星運⽤ネットワーク構築プロジェクト

（FUSION Project) 【福井県全域】
・・
・

第8回⼯⼤サミット
地域で輝く先進的理⼯系⼈材の育成 「地域に根差した教育・研究活動」
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For all the students～すべての学生生徒のために

地域に根差した先進的理工系人材の育成
第8回 工大サミット「地域で輝く先進的理工系人材の育成」

福岡工業大学 学長 村山 理一

▼地域連携による青少年教育支援

「モノづくりへの関心・意欲の育成」を目的として、
 科学技術イベント開催・小中学生モノづくり体験教室等、地域の青少年教育支援を推進

地域社会と連携した教育・研究活動について

・地域の学校への模擬講義・体験授業の展開
◆小学校向けICT体験授業
⇒ChatGPTを用いた情報活用体験

◆中学校向け体験授業
⇒二足歩行ロボット・３Dプリンター操作体験等

◆高校向け模擬講義⇒電子顕微鏡実習

・サイエンスフェスタ2025 in FIT
地域と連携し、将来を担う子どもたちへ
科学技術・モノづくりの楽しさを感じてもらい、
理工系分野への興味を育むイベント。

   -地域行政・教育委員会・学会等21件の後援
-民間企業等 5件の協力

福岡工業大学は、これらの取組みを通じて、
我が国の将来を担う先進的理工系人材の育成に励んでいます。

For all the students～すべての学生生徒のために

地域社会と連携した課題解決型学習の実施
第8回 工大サミット「地域で輝く先進的理工系人材の育成」

福岡工業大学は「地域貢献と実社会をフィールドとする学びの機会」の創出を目的とし、
延べ29件の企業・地方自治体等と協働し、地域課題をテーマとしたPBL（課題解決型学習）を展開

福岡工業大学 学長 村山 理一

▼令和6年度実績：15件のプロジェクト、延べ490人の学生参加

【長崎県島原市との地域PBL】
テーマ：EV車両の走行実験・脱炭素効果の分析

【福岡県古賀市との地域PBL】
  テーマ：地域企業の抱える課題の解決策提案

地域社会と連携した教育・研究活動について

・利用者の高齢化と公共交通の縮小により、
乗り合いタクシーの需要増
⇒ガソリン車のため、燃料費とCO₂排出量が増加

活動内容
・走行データやバッテリー使用量を分析し、
  燃費比較や排出量削減効果を検証
・本学の教授・学生が分析を担当し、
適正な運行形態の実証実験を開始

地域企業8社が抱える諸課題
・作業効率の低下
・運送業の人材不足
・ふるさと納税の商品改善 等

・科学的手法やテクノロジーを活用し、
作業効率改善のためのマニュアル動画の
制作や求人サイトの意識調査・ふるさと
納税返礼品へのニーズ調査等を実施

国交省の支援を受けてコンバートEV車両を導入

課 題 活動内容

課 題

For all the students～すべての学生生徒のために

第８回 工大サミット 地域で輝く先進的理工系人材の育成

地域と連携した教育・研究活動について

福岡工業大学 学長 村山 理一
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学生プレゼンテーション

地域で輝く
先進的理工系人材の育成

第一部

S t u d e n t  P r e s e n t a t i o n
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学生プレゼンテーション

地域で輝く
先進的理工系人材の育成

第一部

S t u d e n t  P r e s e n t a t i o n
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愛愛知知工工業業大大学学 八八草草CC（（愛愛知知県県豊豊田田市市））のの立立地地環環境境

▶ 自動車産業などモノづくりが盛ん
▶ 愛知県 農業も盛ん

産出額 全国８位！（2023）

▶ キャベツ生産は全国１位！
重労働＆担い手の高齢化

⇒ 軽労化技術開発 【【研研究究活活動動11】】

（知の拠点 重点研究P）

▶ 平成大合併で広大な山間地も豊田市
休耕田や山林の管理

⇒ 休耕田の半自動草刈り技術開発
【【研研究究活活動動２２】】

出身地

3

自自己己紹紹介介

◆ 愛知県田原市出身 （実家はキャベツ農家）

プログラミングやシステム開発を学びたい

⇒ 【工業高校 → 専門学校 進学】

IT技術で農業課題を解決したい

⇒ 【専門学校 → 愛工大3年次 編入】

画像処理やロボット技術で農業課題に挑戦したい

⇒ 【大学 → 大学院 進学】

所属研究室 企業出身の教授

⇒ 学外との共同研究・連携が盛ん

2

第８回工大サミット 第１部「地域で輝く先進的理工系人材の育成」 学生プレゼンテーション

愛愛知知工工業業大大学学 大大学学院院 経経営営情情報報科科学学研研究究科科

博博士士前前期期課課程程 １１年年 木木村村友友亮亮

研研究究活活動動かからら得得たた経経験験

アジェンダ
１．自己紹介
２．愛工大の立地環境
３．研究活動 １
４．研究活動 ２
５．まとめ

1
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まとめ
研研究究活活動動をを通通ししてて

•現場の課題に寄り添い、解決策を模索する経験をした
•自治体や地域と協働して、社会実装の大切さを学んだ
•技術を“実際に使われる形”に落とし込む視点を得た

将将来来のの展展望望

•農作業の軽労化・省力化に貢献できる人材になりたい
•農業とITをつなぐ架け橋として活躍したい

6

豊田市、しきしまの家 共同研究

▶ ラジコン草刈り機を画像処理により自動移動

▶ しきしまの家イベント「ふらっと祭」 草刈りゲームを出展

地域活動の盛り上げに貢献

研究活動２ リモコン草刈り機の移動自動制御

リモコン草刈り機実験風景 草刈りゲーム体験風景

5

研究活動１ キャベツ栽培の軽労化技術開発
知の拠点あいち重点研究プロジェクト 参画

▶ 産学行政連携の共同研究

▶ 生育のばらつきを減らし、収穫を効率化するために可変施肥

画像から生育を認識して施肥量を変更

可変施肥実験風景

4
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ソイチャレについて
ソイチャレ
産官学地域課題解決
「 」

コンピュータグラフィックスや画像処理を駆使した
革新的な技術開発や、驚きを感じられるような
コンテンツ開発を目指している
基礎研究から応用研究、コンテンツ開発まで、
幅広い分野を扱っている
大規模なデータを、言語表現だけでなく
視覚的に表現することで、高効率な情報理解を目指す
また、多彩なデバイスを用いて研究することが可能

大阪工業大学について

データサイエンス学科 実世界情報学科 情報知能学科 情報システム学科

情報メディア学科

✔最先端の映像メディアを学ぶ
✔人にやさしい情報技術を学ぶ
✔新しい技術に対応していくためのベースとなる情報技術を学ぶ

情報メディア学科は、各種メディア処理技術に加え、認知や行動心理学も学べる
ゲームや生成 、 映像、メタバース、知能ロボットといった様々な分野に応用されている
言葉、画像、音、体感を駆使した表現力の高い情報システムを開発できる人材を育成する

地域から世界を動かす理工系人材

大阪工業大学 情報科学部 情報メディア学科 年
増田 結

－地域で輝く先進的理工系人材の育成－
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おわりに

身近にいる地域の人々を笑顔にする技術者

小さい声にも耳を傾けることができる技術者

人と技術をつなぐ技術者

・・
・・
・・

未来の自分

身近にいる地域の人々の生活に寄り添い
不便なことや悩みを技術の力で解決し
「ありがとう」と笑顔を生み出せる技術者

小さい声を大切にし
一人ひとりの想いに寄り添いながら
地域の人と一緒によりよい未来をつくる技術者

技術を単なる知識ではなく
人の課題を解決する“力”として活かし
人と技術をつなげて新しい価値を生み出す技術者

その他の活動

ステークホルダーと連携し、
バーチャル空間上に
新しい形のプレーパークを構築

↓
・多視点画像から シーンを構築
バーチャル空間に現実世界を再現

・子どもたちは ブラウザ上で
自由に探索し、遊具を使って
遊ぶことが可能

・条件を満たすとトロフィーを
獲得でき、達成感と継続的な
参加を促す仕組み

プレーパークこうりがおか 水都大阪コンソーシアム＆大阪水上バス

ダイコロ株式会社
枚方市に本社をおくスクールアルバム制作会社

・依頼者ごとに好まれるレイアウトの特徴が異なる
・レイアウト工程はデザイナー独自の感覚に依存する
・作業の自動化が困難であるため、多くの労力が必要

水都大阪に関する歴史を学び、魅力を発信するプロジェクト
水上バス（アクアライナー）にのるきっかけを作り、水都大阪の歴史や魅力を伝える

アプリケーションを開発
・位置情報をタブレットから取得
・遊覧船が予め指定した位置に移動すると通知
・通知の種類はクイズ、豆知識の 種類

デザイナーのレイアウト規則に基づいた独自のデータセット生成
機械学習を用いた卒業アルバム制作におけるレイアウト支援

→
→

歩行者支援安全システムについて

枚方市の目指す将来像
「再発進 ひらかた 人が主役のゆとりと賑わいのまち」

サブテーマ：全ての世代が様々なライフスタイルを実現し、交流できるまち

枚方市駅周辺再整備基本計画の交通基盤と公共サインにおける課題解決
目的

背景

ステークホルダー
枚方市政策推進課：「市民のニーズを踏まえたまちの課題解決に向けた、ニーズの把握と分析について」

内容
①歩行者信号機の下に設置した つのカメラで歩行者を検知
②検出は物体検出モデル「 」で行う
③人のみ抽出し、抽出した人数をカウント
④横断歩道領域を指定し、領域内の内外判定を実施
⑤顔検出モデル「 」を用い、歩行者の年齢と性別を予測
⑥自動車に対し、歩行者の有無をピクトグラムで表示する

リコージャパン賞 ステークホルダー賞
ソフトバンク賞 優秀賞 枚方信用金庫賞
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地域課題

SNSに起因する小学生の
被害児童数は増加傾向である。

→小学生のうちからSNS利用に
よる危険性,対策法について
伝えていくことが大切。

3【出典】警察庁「令和６年における少年非行及び子供の性被害の状況について」

KAIT BLUE(カイト ブルー)とは

• 2011年6月に活動を開始した
学生自主防犯ボランティア団体。

現在40人が所属。
• これまでの活動
・学内駐輪場での2重ロック呼びかけ運動

・サイバーポリスサポーター養成講座への参加

・駅周辺防犯パトロールへの参加

・少年少女フェスティバルへの参加

・防犯教室の実施

2

2重ロック呼びかけ運動 サイバーポリス
サポーター養成講座

駅周辺防犯パトロール 少年少女フェスティバル

防犯ボランティアによる
地域課題への取り組みについて

神奈川工科大学

情報学部 情報ネットワーク・コミュニケーション学科 4年
KAIT BLUE代表 大工原 望乃子
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地域からの評価

6

本年(R7)2月、本学のある厚木市から、
厚木市制70周年記念式典にて
「未来へつながる一歩功労」
という特別賞をいただきました。

過去に頂いた表彰

地域課題への取り組み

• 地元地域の子ども会や学校から依頼を受
け、防犯教室を実施。

→主にSNSやゲームからつながる犯罪の危険性に
ついて伝えて対策を一緒に考えた。

• 厚木市役所からの依頼を受け、主体と
なって毎年イベント内の防犯ブースにて
小さいお子さん向けの啓発活動を実施。

→紙芝居,反射板作り,自作のクイズなどを高校
生たちと共に行っている。

4
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（東京エレクトロン宮城株式会社（宮城県）と共同研究を推進中）
研究テーマ：反応性エッチングガスの特定解離制御

エッチング用ガス＝ 系ガス
分子をプラズマで活性化してイオンもしくはラジカル化

→ イオン ラジカル 分子で基板表面をエッチング

をプラズマに通すと広範
囲のエネルギーを持ったイ
オン ラジカル が生成

しかし、

必要なエネルギーのみ保有する
分子の活性イオンを生成す

る技術を確立する必要アリ

本来、エッチングに
必要なエネルギーを
持った イオンは
これで充分！

特定のエネルギーを持った電子
線を ガスに照射して必要な

活性イオン“のみ”を形成
・エッチングの超微細化
・プロセスの環境負荷低減

目的

➢ の普及
➢ データセンター向け

課題
✓ 製造～デバイス稼働＝消費電力の増大
✓ 製造プロセスで生じる や 排出による環境問題
✓ 高精細半導体プロセス技術の寡占化（ や など）

半導体プロセス 高精細化と環境負荷低減を両立
→ エッチングプロセスに着目

半導体の高性能化
市場規模拡大

集積回路イメージ

微細加工の図

• 製造過程における膨大な資源消費
• 有害物質の使用
• 温室効果ガスの排出

エッチングプロセス技術の革新
プロセスにおける環境負荷低減

従来のエッチングプロセスならば､、
使用されるエッチングガスの種類・量
プラズマによるエッチングガスの活性化
除害装置の高効率化

オリジナルプロセスの
開発！！

背景

未来につながる半導体技術を創る
東北の活性化に貢献する半導体プロセス技術の研究

東北工業大学 工学部 電気電子工学科４年
高田 柊

挨
拶
・
講
演

学
長
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

事
例
発
表

学
生
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン



32

反応性エッチングガスの特定解離制御

• 電子放出源として単層カーボンナノチューブ
を利用

＝電界電子放出機構を電子源として活用
• 平面状に電子を放出する素子を開発

カーボンナノチューブを用いた電子源

特定のエネルギーを持つ電子線を放出＆ ガスに照射

蛍光面付電極
絶縁膜

A
V

電子源評価系

面状に電子放出した
電子源電子源の

発光測定装置
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瀬戸内海でのクラゲ大量発生問題（２）

• 従来のクラゲ駆除方法：

従来のクラゲ駆除方法の例 ：漁網でクラゲを集めて小型船舶の船外機などを用いて粉砕して駆除

[1] Tottori Prefectural Government, “https://www.pref.tottori.lg.jp/item/422850.htm”, Accessed data 2023/02/27

広島県の水産業界では、漁業就業人口の減少と平均年齢の上昇により、
労働力不足が問題となっている。

クラゲ駆除作業の軽労化・自動化が求められている。

瀬戸内海でのクラゲ大量発生問題（１）

• 近年、海水温の上昇などにより、瀬戸内海で水クラゲの大量発生

⇒ 地域水産業・観光業の被害が増加

• 瀬戸内海のクラゲ大量発生の様子

広島県田島漁港でのクラゲ大量発生瀬戸内海のミズクラゲの様子 田島漁港の定置網漁の様子

傘直径：約

被害を減らすため、地域の水産関係者によるクラゲ駆除作業が行われている。

瀬戸内海のクラゲ大量発生問題と

駆除作業の自動化への取り組み

広島工業大学大学院
工学系研究科

機械システム工学専攻
伊藤 翔
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今後の取り組み

• 自律システムの開発

➢ カメラ情報やセンサ情報を用いてクラゲを認識して駆除するシステムの開発を目指す。

深層学習を用いた
クラゲ認識システムの開発の様子

提案する水中ロボットを用いた
クラゲ駆除方法

クラゲ駆除ロボット実験

漁協関係者との情報交換

粉砕した破片の確認

粉砕した破片と 円との比較

ロボット搭載カメラから に送られた映像を

確認しながら、機体をコントロール

ロボットによるクラゲ駆除の様子

大学で開発したクラゲ駆除ロボットと研究参加学生

（広島県福山市田島漁港）

船舶でのロボット投入の様子

地域課題解決のための取り組み

• 課題解決のための連携体制：

田島漁業協同組合

挨
拶
・
講
演

学
長
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

事
例
発
表

学
生
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン



35

地球ー月通信インフラ拡充
のために

－衛星地上局の効率化・低コスト化が必要－

➢ 自動化・最適化：ソフトウェアで制御・信号処理を動的に調整
➢ 自律運用・遠隔化：異常検知や復旧、複数衛星対応を自動化
➢ 低コスト・拡張性：汎用機材活用で安価、機能追加も容易

スマート地上局とは

ソフトウェア受信機（ ）の導入を検討本研究

地球上の通信インフラは不可欠の命綱

2030年代に月面基地を

日本が描く将来の月面・月周辺での活動風景のイメージ

アルテミス計画

グエン・リー・コイ
福井工業大学 大学院 応用理工学専攻

宇宙情報科学コース 年

13.5 m
10.3 m3.9 m 2.4 m

地球周回衛星運用 宇宙観測 月探査機運用
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まとめと今後の展望

経過時間（分）

による受信信号の信号配置図およびスペクトル

受信信号の 比の時間変化

➢ CortexCRTと同等のスペクトル、
信号配置図、SN比が得られている。

➢低コストSDRによる衛星信号受
信・復調の基本システムを構築し
た。

➢ SDRをを用用いいたた通信パラメータの最
適制御について検討をしていきた
い。

アルテミス の 宇宙船
の信号受信で使用予定

SDR

CRT 2026年

衛星の信号受信実験

➢ 世界の宇宙機関など
で最も良く使われて
いる（高い信頼性）

➢ 高コスト 約２千万円
➢ 通信パラメータは固
定（自由度が低い）

➢ コンピュータと組み合わ
せて信号処理をソフト
ウェアで行う

➢ 低コスト 約 万円
➢ 通信パラメータの動的
最適化が可能

サフラン社製

ソフトウェア受信機

ソフトウェアによる信号処理

受信系

ソフトウェア
受信機

プロジェクトについて

口径 アンテナ
で毎日運用

「ふくい衛星運用ネットワーク構築プロジェクト プロジェクト」
（ ）が進行中

➢セーレン、福井テレビ、福
井大学との共同研究（福井
県の補助金）

➢ 年 月打ち上げ
➢衛星搭載ソフトウェア、衛
星運用、衛星データ利活用
に関する技術開発、人材育
成で協力

福井県における
「衛星開発⇒衛星運用⇒データ提供」のワンストップサービスの構築

取得画像の例

地域の環境や災害リスクを
衛星データで見える化し活用
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For all the students～すべての学生生徒のために

実際に取り組んだテーマ

「「古古賀賀市市ののふふるるささとと納納税税ににおおけけるる改改善善とと魅魅力力度度向向上上戦戦略略」」

2

・ ふるさと納税の競争が

激化している．

・ 自治体には効果的な

プロモーションが求めら

れている．

・地元食品メーカーの

商品価値を高める．

・ふるさと納税の寄付額

と寄付件数を増やす．

・ リピート率は高いが，返礼品に

関する寄付者の真のニーズを

把握できていない．

・ 時期によって寄付件数に

差が生じている．

背景 目的 現状

For all the students～すべての学生生徒のために

課題解決型学習 の概要

• 年度より古賀市内企業と連携した を開始．

– 学生 名が古賀市及び古賀市内企業 社と連携し，

企業の抱える課題をテーマに解決策を検討

1

顔合わせ 打ち合わせ 中間発表調査 まとめ 最終発表

半年間

For all the students～すべての学生生徒のために

令和 年 月 日

福岡工業大学 情報工学部 システムマネジメント学科

徳島 由依

課題解決型学習を通じた地域活性化の可能性
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For all the students～すべての学生生徒のために

まとめ

古賀市のふるさと納税の税収を増やす．

5

経
営
工
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
課
題
解
決

i. 工場内の運搬時間を明確化し，各運搬作業に対する人員
配置の適性をモデルシミュレーターによって検討する．

ii. 和菓子の製造工程においてサーブリッグ分析などの作業
分析を実施し，作業効率向上のための改善案を提案する．

iii. 販売商品の需要を対象に，ホルト・ウィンタース法を用いて
感染状況の変化を考慮した販売個数の予測を行う．

他の取り組み

実際に取り組んだテーマ

For all the students～すべての学生生徒のために

結果・考察 4

図1：どのような条件で商品を選ぶか 図2：食食品品を選ぶ際に重要視する点

内内容容 対対応応すするる提提案案・・改改善善案案

重視点 コスパの良さを重視
世帯人数ごとに容量を調整した商品バリエーションの拡充

消費目的 自己消費が中心(贈答用ではない)

希望寄付金額 1~1.5万円未満が最多 手頃な価格帯の商品ラインナップを強化

継続利用 リピート率は高い 定期便(ex:毎月発送)の導入でリピーター維持を促進

コスパの良さ
や特産品を
重視

For all the students～すべての学生生徒のために

調査方法

アンケート内容

– ～ 代 ： 名

– 項目

①ふるさと納税を利用する頻度 単一選択

②どのような条件で商品を選ぶか 複数選択

③食品を選ぶ際に重要視する点 単一選択

④希望する寄付金額の範囲 単一選択

3

➢ 寄付者の返礼品へのニーズを正確に把握するためにアンケート調査を実施した．
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v

現状と課題

現状
）

課題
）

提案の必然性
）-------------------------------------

-------------------------------------

道の駅は「通過点」に
なっている。
滞在時間が短い。

トカプチ との連携
が弱い。
地域資源が十分に活用
されていない。

通過点になっている道
の駅を、地域体験であ
り十勝の玄関口に変え
る提案。

十勝

v

活動概要 道の駅おとふけインターン‐

2

活動の目的

道の駅おとふけの増築をきっかけに、学生の
立場から地域と観光の新しい関わり方を考え、
地域資源を活かした新しい観光モデルを企画・
提案することで、施設の魅力をより多くの人に
伝える。

活動期間・実施場所・関連

・ 一週間実施
・道の駅おとふけなつぞらのふる里にて
・音更町役場、トカプチ 関係者協力

未来デザイン学部人間社会学科 １年 塩口七海

道の駅おとふけインターン活動報告
なつぞらのふる里とトカプチ で描く新しい地域価値のかたち
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v

おわりに

6

地域の魅力を自転車でつなぐ

v

学び・評価

5

----------------------------------------------------

地域からの反応・評価活動を通して得た学び

実現可能性はある。
先のインターンでの提案も、
実現に向けて動いている。
具体的な提携先や金銭管理は、
委員会で議会にかければ可能。

十勝音更町の良さを自転車で
体験していただけるという提案
は、個人的にもとても嬉しい。
関係人口も増えるのならば、な
おのこと。

音更町経済部商工観光担当
部長月居謙介様

株式会社オカモト地域共創・文化事業本部
道の駅おとふけ事務局長 山本茂貴様

▸▸現地での調査や関係者へのヒアリングを
通じ、地域の課題を“肌で感じながら考え
る力”を身につけた。
▸▸町職員や事業者との対話を通して、
アイデアを「実現につなげる視点」の大切
さを学んだ。

v

提案内容短期フェーズ： サイクル

4

‐車で訪れ、自転車でめぐる新しい十勝観光‐

「道の駅おとふけ＝サイクリング」
というイメージをつける。

・レンタルプランの充実

・コースルートの設計

・予約決済システムの導入
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事例発表

生成AIの教育研究への活用

第二部

C a s e  P r e s e n t a t i o n
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学学部部改改組組時時のの新新たたななカカリリキキュュララムム編編成成のの課課題題

✓ 具体的なイメージを共有できず，抽象的な議論に終始

✓ 改組プロセスに長期間を要する

✓ 複数の視点を統合した設計に専門知識が必要となり，難易度が高い

科目編成，DPとの整合性，教員配置および人事計画，学生ニーズなど

✓ 特に，既存教員がいる中でのカリキュラム作成では，カリキュラムが属人化しやすく，良
いカリキュラムを作成しにくい

✓ 工学部課程制では，社会に合わせて，カリキュラムを柔軟に変えていく必要があり，カリ
キュラム編成に関する問題点を解決し，スピーディーに変更を進めたい

芝浦工業大学 工学部 課程編成
（2024年4月〜）

より留学生を増やすべく，IGPを拡大するカ
リキュラム改革に着手している

AIがもたらすカリキュラム設計の効率化

課程教育プログラムのカリキュラム作成支援

芝浦工業大学 苅谷義治

事例発表

生成AIの教育研究への活用

第二部

C a s e  P r e s e n t a t i o n
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ココンンセセププトト設設計計

教育理念の言語化

✓ ここはAIに任せず，学部長の理念を言語化

✓ 学部長としての理念を学部長室で日頃より共有し，ドラフト提示の前に，学部内を同一の意
識レベルに統一

✓ 日頃から自身の考えをメモ書き，整理し，設計段階のAIのプロンプトのベースとする

✓ コンセプトをプロジェクトに登録し，各段階の設計を統一したコンセプトのもとで提案させる

カカリリキキュュララムム設設計計ににおおけけるるAIのの活活用用領領域域

①コンセプト設計

②海外カリキュラム分析

③学習内容・科目構成

④カリキュラムマップ

⑤科目配当表

⑥担当者割当・人事計画

⑦点検方法設計 項目番号順にプロンプトを入力し，その結果を見ながら必要
に応じて，プロジェクト設定で入力したコンセプトプロンプトを
修正，また，結果をファイル登録し，次の項目へ進み，アップ
デートされた条件で提案させる．

Claudeの例

プロンプトを入力と結果参照の繰り返し

AI活活用用のの目目的的：：ドドララフフトト提提示示にによよるる作作業業ププロロセセススのの促促進進

「ドラフト」が改革チームを動かす

✓ 具体的なドラフトがあることで議論が活性化

✓ 「ゼロから作る」より「叩き台を改善する」方が容易

議論の具体化・スピードアップ

✓ 理念を具体的，かつ詳細な形で伝える

✓ 抽象論から具体的な改善提案へ

✓ 意思決定プロセスの加速

改革プロセス全体の効率化
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年次別の科目構成概要を見て，自分のイメージと合うまで，繰り返し指示を与え，コンセ
プトが実現できているかの確認されたら，科目配当表の作成へ

科目構成の概要出力例

年年次次ごごととのの学学修修到到達達目目標標とと科科目目構構成成

体系的な科目配置のドラフト作成

✓ 1年次から4年次までの学習の流れ

✓ 基礎→応用→専門の段階的構成

✓ 科目間の連携と順序性の検討

✓ 前提科目との関係性

✓ 学修効果を最大化する配置

全体像を俯瞰した検討が可能

【【ププロロンンププトト例例】】
44年年間間カカリリキキュュララムムをを提提案案ししててくくだだささいい。。

【【前前提提条条件件】】
・・対対象象：：留留学学生生（（英英語語授授業業）），，アアジジアア園園がが中中心心
・・ 卒卒業業要要件件：：112244単単位位
・・ 学学生生特特徴徴：：基基礎礎数数理理はは日日本本のの高高校校生生ののレレベベルルにになないい
・・ 卒卒業業時時ににはは日日本本語語能能力力ももつつけけるる（（N2））

【【各各年年次次のの目目標標】】
11年年次次：：工工学学基基礎礎、、22年年次次：：専専門門基基礎礎
33年年次次：：専専門門応応用用、、44年年次次：：卒卒業業研研究究・・キキャャリリアア準準備備

【【求求めめるる内内容容】】
各各年年次次ごごととにに以以下下をを提提案案：：
・・年年次次ごごととのの学学修修到到達達目目標標
・・おおおおままかかなな科科目目構構成成（（科科目目名名、、単単位位数数、、必必修修//選選択択））
・・各各学学期期のの推推奨奨履履修修科科目目

海海外外大大学学のの工工学学系系カカリリキキュュララムムのの分分析析

理工系学部の特徴的なカリキュラムを抽出

✓ MIT、Stanford、NUS、NTUなど

✓ 留学生向けプログラムの特徴分析

✓ 短時間で複数大学を分析可能

自学カリキュラム設計への反映

✓ 優れた教育手法の取り入れ

✓ 先進的な科目構成の参考

【【ププロロンンププトト例例】】

国内外の一流大学の理工系学部のカリキュラムを分析し，優れ
た特徴を抽出してください。

【分析対象大学】
MIT，ETH Zurich，Stanford，NUS，NTU

【分析項目】

1. カリキュラム構成（必修・選択比率、科目数）
2. 1-4年次の科目配置の特徴
3. 実験・PBL科目の導入状況
4. 留学生向けの特別な配慮
5. 本学IGPのカリキュラムは参考しない．

【出力形式】
各大学の特徴を表形式でまとめ，「取り入れるべき科目」を提案
してください．

*このスライド以降のプロンプトや出力例はあくまでも例であり，実際のカリキュラムではありません
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学修成果等の点検案

「IR／教育評価指針」の考え方を踏まえ，学修成
果点検の体系（PDCAサイクル） を設計させる．

現有教員の専門分野と担当可能科目から，
負担が均等になる割当案の提案

担当者不在の科目をリストアップし，非常勤，
または，採用計画を立案

科科目目へへのの教教員員割割りり当当てて

新規採用教員提案（人数・分野・担当授業）

科科目目配配当当表表ととカカリリキキュュララムムツツリリーー作作成成

✓ 科目構成の詳細確認

✓ 学修達成目標との対応の可視化

✓ 卒業要件，CAPの確認

✓ カリキュラム全体の体系性確認

✓ 目標達成に必要な科目の網羅性

1・2年次共通科目配当表 / Common Courses for 1st and 2nd Year

【【ププロロンンププトト例例】】
科科目目配配当当表表をを作作成成しし，，ささららにに学学修修到到達達目目標標とと科科目目のの対対応応
をを見見るるカカリリキキュュララムムツツリリーーをを作作成成ししててくくだだささいい．．

【【学学修修到到達達目目標標】】
学学修修到到達達目目標標11::・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
学学修修到到達達目目標標22::・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
学学修修到到達達目目標標33::・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【【求求めめるる内内容容】】
11..  各各科科目目のの対対応応度度22..  履履修修順順序序
33..  学学修修達達成成目目標標ととのの対対応応でで不不足足ししてていいるる領領域域のの指指摘摘
44..  カカリリキキュュララムム全全体体ののババラランンスス評評価価
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おおわわりりにに

AIはは一一般般的的なな案案をを提提示示

AIは「たたき台」であり「最終案」ではない．

大学固有の強みや特色は人間が付加し，段階的なアプローチにより，
より良い案ができあがる（AIとの対話の繰り返し）．

AIドドララフフトトのの提提示示ががチチーームム協協働働をを促促進進

「たたき台」により議論が具体化し，合意形成が迅速化

AIとと人人間間のの協協働働にによよるる質質のの高高いいカカリリキキュュララムム設設計計

AIの効率性×人間の創造性
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⽣成AIを産業エンジンに

3

① 医療︓診断精度 90%達成
② 医療︓⼼理⽀援で不安59%軽減
③ ビジネス︓3週間で700回利⽤
④ 観光︓誤情報数 29%削減

地域社会への応⽤の試み
〜試⾏錯誤が⽣んだ産業エンジンモデルへの挑戦〜

n医療・観光・ビジネスを同時に実証

nデータは違っても 共通エンジン が機能する

n共通基盤×多産業＝新しい競争⼒

n⽣成AI活⽤で「地域で選ばれる⼤学」へ。
2

⽣成AIを産業エンジンに
〜教育・研究・社会応⽤の統合アプローチ〜

2025.11.29
福井⼯業⼤学

AI & IoTセンター
⼯学部 電気電⼦情報⼯学科

芥⼦ 育雄

第８回⼯⼤サミット 第⼆部「⽣成 AI の教育研究への活⽤」
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がん患者⽀援ケアボット －システム構成－

6

n 技術構成
l Azure OpenAI GPT-4o/4.1/5-chat + Azure Speech (⾳声認識合成）+ Live2D

（2Dアニメーション）
n 3つの対話モード

l GPT-5-chat（詳細）︓深い悩み相談
l GPT-4o（標準）︓⼀般的な相談
l GPT-4.1（簡潔）︓情報確認

n データソース
l がん体験者の声を活⽤（RAG)
l 福井県済⽣会病院のがん患者向け取り組み他（システムメッセージ)

医療応⽤

5

数万件のアンケートデータを元にした⽣成AI活⽤による
パーソナライズしたおすすめプランと観光地ギャラリー

観光応⽤

画像提供︓https://www.fuku-e.com/photo/index.html

⽣成AIの社会応⽤（学⽣に対する実践の場の提供）

AI & IoT
コンソーシアム

LLM活⽤WG（2023年９⽉発⾜）
⇓

2025年7⽉⽣成AI×コード共創型WG 、IoT×LLM WG、9⽉Ethical AI WG発⾜

医療

Webサービス、
AIチャットボット

Webサービス、
AIチャットボット

専⾨知識と経験
フィードバック

専⾨知識と経験
フィードバック

専⾨知
識と経

験

フィー
ドバッ

ク

専⾨知
識と経

験

フィー
ドバッ

ク

電気電⼦情報⼯学科
芥⼦研究室

ビジネス

医療
観光

GPT-4 with RAG

Electric Medical Record

Reference
Disease
name 
estimation

Diagnostic Support tool

富⼭⼤学附属病院
との共同研究

福井県済⽣会病院
との共同研究 福井県観光DXコンソーシアム

との共同研究

株式会社ホリタ（ホリタ⽂具）
との共同研究
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臨床研究（n=16）から⾒えたこと

n患者さんの本⾳（実例）

l 60歳未満・乳がん「遺伝のことが⼼配...」 →診察では聞けなかったことを相談
l 60代・転移あり「将来が不安...でも医師には何を聞けばいいか分からない」

→ AIと話して考えを整理してから医師に相談
l 60代・膵臓がん再発「あと何年⽣きられる︖」

→ AIは統計情報を回答、カウンセラーがすぐフォロー（要注意ケース）

n 分かったこと
l 60代︓よく使いこなせた
l 70代以上︓⾳声認識に苦労（60%）

l AIは「練習相⼿」として有効︓診察前に考えを整理する、質問を準備する

l でも⼈間の⾒守りは必須 9

医療応⽤

開発経緯と成果
n 3段階の評価
l Phase 1（2024年7⽉）︓医療従事者レビュー≈10）
l Phase 2（2024年9⽉）︓⼀般市⺠体験（n=27）
l Phase 3（2024年12⽉）︓外来患者の臨床研究（n=16）

n 臨床研究での主要成果
l 35%︓医師に聞きにくい内容を相談
l 59%︓不安軽減を実感
l 53%︓医療情報を信頼

n 課題と改善
l 60%が⾳声⼊出⼒に困難 → 2025年3⽉にAzure Speech導⼊、リップシンク改善
l 若い医師像の信頼性不⾜ → 2025年4⽉に⾼齢医師アバターへ変更

8

医療応⽤

⼼理学的アプローチの統合

7

n プロンプト設計への
⼼理学的知⾒の活⽤
l 共感表現の最適化
l 患者⼼理への配慮

n 対話フローの改善
l ⼀⽅的な情報提供から
双⽅向の対話へ

l 医療者へのスムーズな
情報共有の実現

n 臨床研究での効果検証
l 対話ログ分析
l 患者が詳細な悩みを打ち明けるケースの確認

医療応⽤
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【デモ】段階的な分析

nCSVファイルの恐⻯博物館の来館者数列について、以下を段
階的に分析︓
1.来館者数のヒストグラムを描いて分布の特徴を解説
2.来館者数の基本統計量（平均、中央値、標準偏差）を計算
3.なぜ平均と中央値に差があるか説明
4.外れ値の影響を定量的に⽰す
5.わかりやすく解説する⽂章を作成して
6.この分析結果をもとに恐⻯博物館の戦略を⽰して 12

教育応⽤

PBL	AIアシスタント－教育向けデータ分析学習⽀援システム－
n 概要︓
l ⽣成AIを活⽤したデータ分析学習ツール。学⽣や企業研修者が、実データを使いながら
AIとの対話を通じて、データ分析スキルとプロンプトエンジニアリング能⼒を習得

n 開発背景︓
l 「AIが即答してしまうと学⽣が考えなくなる」という教育課題に対し、
「問いを⽴てる⼒」と「結果を検証する⼒」を育成するために開発。

n 特徴︓
1. 正確な数値分析 ︓推測ではなく実際の計算結果を利⽤、制限︓多くの値の同時計算
2. プロンプトの重要性を実感︓曖昧な質問vs具体的な質問の違いを学ぶ
3. 段階的思考︓複雑な問題を分解して考えることを学ぶ

n ⼀⾔で説明すると「⽣成AIを使いこなすための実践的な学習環境」 11

教育応⽤

ケアボット（デモ）

n基本対話 「最近眠れなくて...」への応答

n共感的応答 不安な気持ちへの対応

n危険ワードへの対応、予後の質問への⾔い換え表現

n医師向けダッシュボード

10

医療応⽤
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教育×研究の相乗効果と展開可能性

【相乗効果】
l 研究成果が即教材に
l 地域の課題が研究課題に
l 実データでの実践教育

【他⼤学への展開】
l オープンソース化検討中（githubでソースを管理）
l ⼯⼤間連携の可能性
l 共同研究の募集

【まとめ】
l ⽣成AIを「使う」教育から 「創る」教育への転換
l 産学連携による 実データ活⽤の倫理と効果

15

⾼校体験授業
n 【実施概要】
l ⽇時︓2025年10⽉3⽇90分
l 対象︓中⾼⼀貫⾼校1年〜3年50数名
l 形式︓体験型授業

n 【授業構成】
l PBL AI Assistant（体験データサイエンス）
l デモ︓3つの研究成果紹介

▶ ケアボット対話デモ、AI⽂具診断（顔認識）、観光レコメンド

n 【反響】
l 25件のコメント（50%参加率）
l 「データ分析を部活をやっていた時に知りたかった」
l 「質問の仕⽅の難しさがわかった」
l 広報記事「驚きの声」

14

医療現場でのデータ分析例 - 外来患者の待ち時間改善
Step 1: 基礎分析
「診療科別の平均待ち時間を計算」
→ 内科45分、整形外科75分、眼科30分
Step 2: 要因分析
「整形外科の待ち時間が⻑い要因を
曜⽇別・時間帯別で分析」
→ ⽉曜午前が特に混雑（平均95分）
Step 3: 改善提案
「待ち時間短縮のための具体的施策をデータに基づいて提案」
→ 予約枠の調整、スタッフ配置の最適化

13

【サンプルデータ構造】
外来患者待ち時間データ（匿名化済み）
• date: 診察⽇
• department: 診療科
• day_of_week: 曜⽇
• arrival_time: 到着時刻
• wait_minutes: 待ち時間（分）
• age_group: 年齢層

教育応⽤
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北海道科学⼤学

学生：4,482人 教員：235人
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⽣成AIの急速な普及と⼤学教育への影響
変⾰期を迎える⾼等教育と社会全体の課題

急速な浸透と利⽤実態
26.7%

47%

80%

⽇本の⽣成AI利⽤率1)

⼤学⽣の⽣成AI利⽤率2)

AI による就業者への影響予測1)

出典:  1) 総務省「令和7年版 情報通信白書」
2 )一般社団法人データサイエンティスト協会(2024.12)

社会全体への影響と課題

教育制度の再構築 労働市場の構造変⾰

デジタル‧AI格差

評価⽅法の⾒直し、学習体験の個別化、教
員の役割変化

必要スキルの再定義、雇⽤構造の変化、教
育-就職の接続再考

学術倫理と剽窃問題
オリジナリティの再定義、評価基準の変更、
研究公正性

リテラシー格差、アクセス格差、経済‧地
域間格差の拡⼤

求められる社会的対応
✓ AI時代のリテラシー教育の体系化と普及
✓ 教育機関‧企業‧政府の連携体制の構築
✓ 倫理的‧法的フレームワークの整備
✓ 格差是正のための政策的アプローチ

× AIが教育を変える
〇 AIを理解する教育者が教育を変える
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大学での学びと生成AI

～北海道科学大学の現状～

2025.11.29
情報科学部 情報科学科 真田博文
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2025 生成AIに関する利用状況と意識調査（結果①）

利利用用状状況況ままととめめ
・生成AIはすでに身近なツールに
・学部・年代で使い方に差
・次の焦点は「どう活かすか」
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〇調査目的：生成 AI（ChatGPT、Gemini、Claude など）活用の実態・課題を把握し、教育・研究・業務支援

施策の検討資料とする。

2025 生成AIに関する利用状況と意識調査（教員対象）

・所属学部等、大学教員歴、年代
・生成 AI の利用経験
・主に使用しているサービス（複数可）
・利用する主目的（複数可）
・直近 1 か月の平均利用頻度

・[授業関連] 授業で学生に生成 AI 利用を
許可していますか

・[授業関連] ご自身の授業での具体的活用例

を教えてください（複数可）
・[授業関連] 生成 AI が授業の質に与える影響

をどう感じていますか。
・[授業関連] 学生の学習倫理に関する懸念度

はどう感じていますか。

・[授業関連] 授業において提出物を課すとき等、
どのような生成AI対策を実施してい
ますか？

・[効率化] ご自身の研究の効率の変化について教えてください。
・[効率化] ご自身の授業準備等の効率の変化について教えてください。
・[効率化] ご自身の校務等の効率の変化について教えてください。

・[支援] 生成AIの利用に関する主な障壁は何ですか（最大 3つ選択）
・[支援] 大学に望む支援策があればお書きください。

・他に何かあれば自由にお書きください（成功事例・失敗事例・提案など）

169名から回答

4©©  22001144  HHookkkkaaiiddoo  UUnniivveerrssiittyy  ooff  SScciieennccee    AAllll  RRiigghhttss  RReesseerrvveedd.. 4

『生成AI を活用した授業支援やデータ解析、画像・映像生成など各大学が取り組んで
いる生成AIの教育・研究への活用事例について』

生成AIの教育/研究での利活用における北海道科学大学の現在位置は？

大方針（2023年度） 学内への方向性提示（2023年度）

（2024年度以降）
・FD・SDや勉強会の開催
・DX推進プロジェクト立ち上げ

第2部プレゼンテーションのメインテーマ
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2025 生成AIに関する利用状況と意識調査（結果④）

学生への生成AI利用許可：
☞約32%が「判断中」で明確な方針なし
☞組織的ガイドラインの必要性

効果と懸念の矛盾：
☞42%が授業の質向上を実感する一方、70%が学習倫理に懸念
☞この両立する現実が許可判断を困難にしている

対策の限界：
☞最多の対策は「提出物から判断」（23%）で事後的・主観的
☞教育設計の本質的見直しは道半ば

活用の偏り：
☞講義資料作成（37%）など効率化中心、個別フィードバック（9%）など教育の質向上は道半ば
☞AIを学生支援に十分には活かせていない

認識と実態のズレ：
☞44%が「活用例なし」だが学生は既に使用している可能性
☞教員と学生の間に情報・認識ギャップが存在する可能性
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2025 生成AIに関する利用状況と意識調査（結果③）

授授業業ででのの現現状状

・・急急激激なな変変化化にに伴伴うう
影影響響ががみみらられれるる
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2025 生成AIに関する利用状況と意識調査（結果②）

利利用用目目的的とと利利用用のの効効果果

・目的では事務効率化、授業準備、研究活動が上位
・研究分野が最も高い効果を実感
・一方で、誤情報、著作権・法的リスク、個人情報保護が懸念点
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生成AIの教育・研究への活用事例 （ソフトウェアの内製化）

デモンストレーション用ソフトウェア学修支援用ソフトウェア 就学データ分析用ソフトウェア
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生成AIの教育・研究への活用事例 （教育・研究②）

研究における生成AIの利用・活用

学生が生成AIでマルウェアをつくってみた
――ほぼコーディングせず脱獄もなし

北海道科学大が検証

伊藤 穂来人, 杉尾 信行. ChatGPTを用いたマルウェア実装. 
情報処理学会. 研究報告コンピュータセキュリティ（CSEC）,2024-CSEC-106, 35, 1 - 8

引用：https://www.itmedia.co.jp/aiplus/articles/2408/19/news023.html

自律移動ロボットから撮影された動画からの
デジタルメータの検出と表示内容の読み取り

ローカルLLMによる表示内容の把握

総務省 地域デジタル基盤活用推進事業（実証事業）
『高速ネットワークを活用した施設の維持管理ソリューションの実証』
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生成AIの教育・研究への活用事例 （教育・研究①）

生成AIの利用を前提とした授業設計

問問題題設設定定

報報告告書書作作成成

①① 問問題題理理解解・・仮仮説説立立案案フフェェーーズズ ②② デデーータタ分分析析計計画画フフェェーーズズ

③③ 分分析析・・検検証証フフェェーーズズ ④④ 結結果果のの考考察察・・報報告告フフェェーーズズ

・・生成AIは「思考の拡張装置」として、仮説形成・分析設計・考察表現を支援
・・教員は「AIをどう使ったか（使い方の質）」と「それを自分の判断にどう統合したか」を評価
・・評価の中心は「出力の完成度」ではなく、「問い・思考・判断」の質

●評価の視点を明確に学生に伝える
- AIの出力を使うこと自体は評価対象外
- 「AIをどう使い、自分でどう考えたか」を評価する
- 出力をそのまま使うのではなく、「説明できるAI活用」が目標

提出物
① 最終報告スライド（1〜2枚） ②AI活用ログ要約（400～500字） ③自己評価シート

情報工学科 2年生前期 「AI入門」
実課題によるPBL演習（90分×3回）挨
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まとめ 北海道科学⼤学の現在と未来

現状：活⽤の広がりと「壁」

教員の約8割がAIを利⽤し、
研究‧授業‧校務の効率化を実感

7割が学習倫理に懸念、学⽣への
利⽤許可は「判断中」が最多

「個⼈レベル効率化」は進むものの
「教育への本格導⼊」にはためらい

→

挑戦：3つのアプローチ

教育の再設計
⽣成AIの利⽤を前提とした、
新たな授業‧評価モデルの構築

活⽤の⾼度化
学⽣を巻き込みながら教育‧
研究を深化

DX基盤の構築
データ駆動型による教育DXの
可能性を追求

→

展望：「教育の深化」へ

統⼀ルール、
評価法の整備

「個⼈レベルの効率化」から
「⼤学全体の教育価値向上」へ

AIも活⽤しながら、新たな
価値を創造する⼈材育成を
⼤学⼀丸となって⽬指す
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過去の開催 2017年6月24日（土）
13:00～17:00開催日時

第1回

開催場所 大阪工業大学
梅田キャンパス

2018年10月27日（土）
12:30～16:20開催日時

第2回

開催場所 芝浦工業大学
豊洲キャンパス

第3回

2021年11月27日（土）
13:00～17:00開催日時

第4回

開催場所 広島工業大学

2022年12月3日（土）
12:30～17:00開催日時

第5回

開催場所 愛知工業大学
八草キャンパス

2023年11月25日（土）
12:30～17:00開催日時

第6回

開催場所 東北工業大学
八木山キャンパス

2024年11月30日（土）
12:30～17:00開催日時

第7回

開催場所 神奈川工科大学

2019年11月30日（土）
12:30～17:30開催日時

開催場所 福岡工業大学



過去の開催 2017年6月24日（土）
13:00～17:00開催日時

第1回

開催場所 大阪工業大学
梅田キャンパス

2018年10月27日（土）
12:30～16:20開催日時

第2回

開催場所 芝浦工業大学
豊洲キャンパス

第3回

2021年11月27日（土）
13:00～17:00開催日時

第4回

開催場所 広島工業大学

2022年12月3日（土）
12:30～17:00開催日時

第5回

開催場所 愛知工業大学
八草キャンパス

2023年11月25日（土）
12:30～17:00開催日時

第6回

開催場所 東北工業大学
八木山キャンパス

2024年11月30日（土）
12:30～17:00開催日時

第7回

開催場所 神奈川工科大学

2019年11月30日（土）
12:30～17:30開催日時

開催場所 福岡工業大学




